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1．はじめに
昭和22－24年の第1次ベビーブーム期に生まれた女性が結婚、出産した
ことにより、昭和46－49年には第2次ベビーブームとなり、1年間に200
－210万人もの出生数があった。しかし、50年以降は毎年減少し続け、平
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成14年度にはおよそ115万4千人にまで減少した。出生率低下の要因に、
女性の高学歴化、職場進出、晩婚化、未婚化、子育ての負担、住環境の問
題などが挙げられ、少子化のもとにつながる。
合計特殊出生率（女性のある1年間の年齢別出産パターンを一生の間のでき
ごととみなした場合の平均子供数、すなわち、15歳から49歳までの女子の年齢
別出生率を合計したもので、1人の女子が仮にその年次の年齢別出生率で一生
の間に生むとした時の平均子供数）が、2．08人を下回れば、親世代より子世
代の数が少なくなり、やがて総人口は減少へと向かうとされている。昭和
50年に合計特殊出生率が2．00を下回ってから低下傾向が続き、平成14年の
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合計特殊出生率は1．32となり、今や少子化問題は深刻化している。
進学を迎えた18歳人口も平成4年の205万人をピークとして長期的な減少
局面を迎え、将来的には増加と減少を繰り返しながら、120－110万人程度
の
で推移することが見込まれている。また、平成15年度の高等学校卒業者数
は128万2千人、進学率は男子42．7％、女子46．6％、平均44．6％と徐々に
上昇の一途を辿っているが、平成20年までの18歳人口が120万人を割り込
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むことや、予想される「進学希望者数」と「現状の大学定員」との枠の面
でみると、今後60－70％くらいの進学率を予測したとしても、数値の上で
り
は進学希望者全員が入学できるという「全入」時代につながる広き門とな
り、選別の時代の終焉を意味し、少子化が教育界に投げかける影響は計り
知れない。
本学でも少子化による影響を強く受けており、今回の研究対象とした短
期大学部学生は「全入」に近いカテゴリーに属しているといえる。それら
を踏まえてこれからの教育指導に生かすべく、学生生活や生活実態、とり
わけ勉学、アルバイト、健康などへの関心などに対する現状を調査、検討、
考察することで知見を得、それらに対する現状の認識と対策などについて
本紀要を通してフィードバックする。
2．研究目的
少子化に伴う「全入」化へのプロセスの中で、FD（FacultyDevelop，
ment；授業方法・内容を改善し、向上させるための組織的な取組の総称）活動
が高まり、学生による授業評価の実施や授業改善や教授方法への取り組み
などを主E的として教員の能力開発が急速に進み始めている。さらに、大
学の持つ研究内容、水準、講義内容、施設、キャンパスライフ、卒業生の
質など多くの項目について客観的な評価を第三者からの評価（外部評価）
など施策が講じられつつある。
少子化で「全入」が高まる中、大阪教育大学で実施（教員回答）された
「学生の学力低下に関する調査結果」によると、学力低下が目立つように
なったのはいつごろかとの間に、平成9年以降とした回答が「24％」、平
成2年以降が「26％」と、平成の年代になってから顕著になっていること
が伺える。また、学生の学力低下は何に起因するかの問いには、「学習意
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欲に欠ける学生の入学」があげられている。学力低下、学習意欲に欠ける
学生の入学は高等教育機関としての大学教育にとって由々しき問題である。
本学の平成15年度「卒業生アンケート」の回答の中に「大学の授業はつま
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らない」「私語等に対する対応」が求められるなど、教育方法や学習環境
の改善は急務である。
以上の状況を踏まえ、居住（通学）、勉学、アルバイト、健康（スボー
ッ）などが学生生活に及ぼす影響を探り、大学生活にとってのマイナス要
因の洗い出しがこの研究の主たる目的である。
3．研究方法
平成15年度後期「心とからだの健康学」受講者（亜細亜大学短期大学部
女子129名、男子21名）に対し、最終授業時に学生生活と生活実態に関する
アンケートを実施、主に自宅通学者を対象に研究目的で触れた項目間の関
係について分析と考察を行った。調査結果は文末に付記した。また、文献
や新開などによる記事なども広く活用し、実学としてフィードバックでき
る形で著わした。なお、今回研究の対象を自宅通学者女子104人に的を絞
ったので信頼度（精度）の面で課題を残したが、今後の継続研究に向け自
宅通学者女子の実態の把握や傾向を掴むための先行研究とした。
4．結果と考察
1）居住形態と通学時間
首都圏に所在する大学の共通点の一つ、交通網の整備に伴う利便性の確
保により通学可能領域が鉱がり、自宅通学者が多くなっていることが特徴
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としてあげられる。本学の学生を対象とした調査によると、昭和57年度
（1982）に自宅・自宅外通学者が共に50％となり、その後は自宅通学者の
比率が徐々に上回り、今回の調査では女子（男子）80．6％（66．6％）に達
し、首都圏大学としての位置づけがはっきりしてきた。
平成15年度、全国の国・公・私立の大学（通信制を除く）は702校（在籍
者男子1．716．549人、女子1，087，431人）、短大は525校（在籍者男子29，972人、
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女子2礼090人）、計1227校に3．054．042人が在籍しているが、同じく平成15
年度大学・短期大学進学率（過年度高卒者を含む）は、男子の進学率
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49．6％、女子の進学率48．3％とともに高くなるなか、交通網の拡大などで
利便性に富んでいる本学への進学希望は他の大学（短大）に比べ地理学的
に優位と受け止めることが出来る。
自宅通学者女子104人の通学時間との関係は図1のとおりで、90分を超
えて通学する学生は51．0％と2人に1人は往復の通学に3時間以上かけて
いることが分かる。
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回1　自宅通学者の通学時間（n＝104）
2）居住形態と睡眠時間
自宅通学女子（104人）の睡眠時間を見た。自宅通学者の1時間ごとの
睡眠時閏は、5－6時間の時間帯が最も多く50％を占めた。図2は、1時
間ごとにみた睡眠者の実数である。
シチズン時計KKが首都圏在住の20－30代を主とするビジネスマン
Ilヽ、
（181）・OL（187）計368名を対象とした調査でも、5－6時間が50．2％と、
ほぼ同じ傾向を示した。同社は25年前も同じ調査を実施しているが、当時
は6－7時間のゾーンでの睡眠が44．7％と多く、25年の間に1時間も睡眠
時間が少なくなっているとしている。さらに、5時間以下も4．1％から
22．8％に増えたとしており、今回行った自宅通学者（女子）の睡眠時間は
5時間以下が29．8％おり、学生といえども生活がハード化していることが
伺える。
玉腰らによる研究グループは、日本人（40歳から79歳の男女）12万人を
In
対象とした10年間の追跡調査から、男女とも睡眠時間が7時間と答えたグ
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ループの死亡率が最も低く、睡眠時間が4時間以下の人は、7時間の人に
比べて男性で62％、女性で60％死亡率が高かったとしている。また、10時
間以上の人も、それぞれ73％、92％高く、男女とも睡眠時間が減少するほ
ど、あるいは増えるほど死亡率が高くなるとしている。
また、アメリカでも約110万人を対象にした睡眠時間と死亡率のデータ
lご・
分析から、睡眠時間が1日7時間前後の人は長生きし、1日8時間以上の
陣眠や4時間以下の睡眠は死亡率を高めるとし、玉腰らの研究と同傾向を
示している。このように睡眠時間の長短がからだに与える影響を考えたと
き、適正な睡眠時間の確保指導は欠かせない。
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図2　自宅通学者の睡眠時間（n＝104）
3）居住形態とアルバイト
自宅通学者とアルバイトの関係を見た。自宅通学者の89．4％がアルバイ
トを行っており、その80．8％は授業を終えて夕方から始めている。1過で
の回数は、3回が43．3％、4回が27．9％と全体の71．2％を占めている。ア
ルバイトにかける時間は、4時間が25．0％、5時間が32．7％、それ以上が
35．6％と、5時間を超えている学生は68．3射二達している。図3は、1過
のアルバイト回数と人数、図4は、アルバイトの時間と人数の関係である。
アルバイトの巨摘勺（複数回答）は、小遣い稼ぎが71．2％、衣類やアクセ
サリーなどの購入に32．7％、生活費に18．3％、レジャーや旅行費用に
13．5％、授業料の補足に7．7％と続く。アルバイトの目的を生活費、授業
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料の補足とした学生（27人）へのアルバイト回数（週3回以上）と時間（1
回5時間以上）の質問に、補足しているとした学生の20人の74．1％が働き
ながら学ぶという過酷な学生生活を強いられていることも伺える。また、
生活費、授業料の補足を除く小遣い稼ぎを目的とした学生（60人）に、ア
ルバイト回数（週3回以上）と時間（1回5時間以上）の質問には、48名中
23人の47．9％が、小遣い稼ぎに精を出していることが分かった。
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平成12年度短大（昼間部）学生1人にかかる諸経費平均は1，792．400円
としている。うち、1，415．900円は家庭から給付を受け、残りは奨学金や
アルバイト、その他で埋め合わせしており、アルバイトからの支出は
293，900円と諸経費の16．4％を捻出し、学業のかたわら不足分を補足して
いるアルバイトの実態が伺える。
友達同士、クラスやゼミ仲間とのコミュニケーションを深める使途目的
のための小遣い稼ぎにはやむをえない事情もある。しかし、自宅通学とい
う利点を生かした上で、アルバイトの目的をしっかりと捉えるならば、多
くの時間を犠牲にしてまで必要以上のお金を稼ぎ消費に回すという安易な
気持ちは捨て最小限の小遣い稼ぎをすることで時間を確保して、その分、
復習、予習、家族団らんや休養などの時間に回すことに意義を見出すこと
が大切と思われる。
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図3　アルバイトの回数（週）と人数（nここ92）
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図4　アルバイトの時問（日）と人数（n＝92）
4）居住形態と課外活動
キャンパスライフには大きく教育活動と課外活動に分けられが、自宅通
学者の学内外での課外活動への参加率は、体育系13％、文化系16％、無所
属71％と、課外活動への参加が少ない。また、無所属者73名中、67名の
91．8％にあたる学生は授業が終えた夕方からアルバイトを始め、目的を小
遣い稼ぎとしている者が76．1％と多い。さらに、アルバイト回数（週3回
以上）と時間（1回5時間以上）は、47名の70．1％にのぼり、学業、アル
バイトに追われ課外活動に参加する機会を逸していることが参加率の低下
につながっていると考えられる。
体育・文化系所属の31人中25人の80．6％がアルバイトを行い、うち12人
の48％がアルバイト回数（週3回以上）と時間（1回5時間以上）を超えて
いる。目的は11人が小遣い稼ぎにある。彼らの通学時間（片道）は平均1
時間20分、酎民時間は6時間26分と決して条件的には恵まれていないが、
課外活動に参加するという目的意識が強ければ、悪条件を克服して活動に
参加していることも一方では伺い知ることが出来る。
5）居住形態と勉学時間（予習・復習）
予習や復習にどれだけ時間をかけるかは、科目の特殊性、その時の必要
性、興味度や通学時間・課外活動・アルバイト・家事など物理的条件によ
って変わってくるものである。
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調査に際し、全科目を対象とした予習・復習時間であることを強調した
上で問うた結果、0時間の32人、無回答の5人を除く自宅通学者67人の予
習や復習にかける平均時間は、34分54秒であった。予習・復習をしない学
生が30．8％もいることが分かった。
少子化による全入に向かっている大学にとってすでに勉強離れが懸念さ
れているが、文部科学省実施の「学力テストとアンケート調査」結果をみ
Il、
ると、国・公・私立高等学校（全日制課程）の3年生の約4割は授業が分
からなくてもそのままにし、「学校の授業以外に1日に3時間以上勉強を
する」かの問いに対し、勉強すると答えた者は約23％、さらに学校の授業
以外に1日の勉強時間の間に対し「まったく、又は、ほとんどしない」と
答えた者は約41％と、高校3年生の約4割は授業が分からなくてもそのま
まにし、学校以外ではほとんど勉強しておらず、その波が大学に押し寄せ
ている影響と受け取れる。同詞査で同時に行ったペーパーテストの結果の
関係から、「学ぶ意欲の串い者」「毎日の朝食、持ち物の確認など基本的な
生活習慣が身に付いている者」の方がペーパーテストの得点に高い傾向が
見られるとしている。
今回の調査から、自宅通学者の予習や復習にかける平均時間は、0時間
（未回答の5人含む）の37人を除く、残り67人の平均時間は34分54秒と多い
とはいえず、全体的に勉強離れしている現状が掴める。大学設置基準では、
講義1単位の定義を45時間と定め、授業で15時間、授業外で30時間（予習
15時間、復習15時間）の学習を当てている。従って講義科目（半期2単位）
は60時間の学外学習が必要で、1科目につき1日およそ35分となり、科目
数を乗ずると授業外で予習や復習に取り組まなければならない時間が算出
できる。さらに授業外学習0時間者を入れての平均時間はさら‘に下がり、
授業外での学習をおろそかにしている様子が伺える。実情を踏まえた上で
課題や宿題などによる動機付けの工夫が必要である。
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6）大学生活の楽しさ
大学に通うことを楽しい68．3％、楽しくない19．2％、つまらない12．蛸
と、31．7％の学生が楽しくない又はつまらないとしている。平成15年短期
大学部の前期「学生による授業評価」アンケート（対象科目数22科目）の
集計結果から、出席状況は5段階の4．33と出席率はよいと判断できるが、
授業の理解度3．36との間にギャップ差が認められる。多くの学生が学んで
理解し達成感が得られるようになれば、楽しくない又はつまらないとした
学生の数の減少も考えられる。少子化に伴い全入化へと向かっている大学
そのものに寄せる考えや期待など価値観が多様化しているなかで、教える
側、教えられる側の基本的な共通項を持つために教員、学生間のFD活動
の推進は今後ますます重要度を増してくる。
楽しくない又はつまらないとした学生のアルバイト、アルバイトの日的、
通学時間、ストレス、健康度などとの関係をみた。33人中30人がアルバイ
トを行い、過3日以上の者が17人で、17人の勤務時間は4時間強となって
いる。また、アルバイトの目的に73．3％に当たる22人が小遣い稼ぎをあげ
ている。平均通学時間は73分30秒、ストレスを感じているものは25人の
75．8射このぼり、うち13人の39．4％がストレスの原因を大学の授業をあげ
ている。さらに、不健康を訴えた者は14人（42，4％）にのぼり、運動不足
を訴えたり、まったく運動をしていない者は、22人の66．7射こ達した。駅
などの階段を昇る時に苦痛であるとか（20人）、心臓がどきどきして苦し
い（2人）など22人の66．7％が運動不足による症状を訴えている。まった
く運動しないものは9人の29．0％だった。急激な変化をとげる社会環境の
なかにあり、大学に対する目的意識を持たずに漫然と学生生活を送る学生
の悪循環さが露呈されている。目的意識を持たせ目標に向けて挑戦してい
く学生の養成は大学の課題のひとつといえよう。
図5～11は、大学生活を「楽しくない」「つまらない」と訴えた学生
（。ニ33）のアルバイト実施率、目的、ストレス度、ストレスの原因、健康
度、体力の現状をグラフ化したものである。
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7）大学生活とストレス
前項で大学生活が楽しくない、つまらないとした者を取り上げ、マイナ
ス要因としてのストレスとの関係を見た。この項では大学に通うことを楽
しいとした、71人（68．3別のストレス度をみた。ストレスを感じた学生
は41人の57．7％だった。複数回答による原因は、その他（18人）、異性関
係（10人）、アルバイト先での人間関係（10人）、友達関係（7人）大学の
授業（7人）を順にあげ、大学生活が楽しいとした学生は、ストレスの原
因にばらつきが見られ、その他を除けばストレス度率は低かった。
ストレスを感じた学生（41人）のストレスと不健康、運動不足との関係
を見ると、不健康と答えた学生は17人の41．5％、運動不足を感じている学
生は28人の68．3％がストレスを感じていることが分かった。適度な運動が
ストレス解消の一役を担っていることを考え合わせると、運動不足を解消
することでストレスの解消に向けるという考えをライフスタイルのなかに
取り入れることが大切である。
8）連動意識と健康生活
継続的に運動している者は10人（9．6％）、運動不足を感じている69人
（66．3％）、まったく運動しない25人（24．1％）と4人に1人は運動をして
おらず、運動不足者と運動をしない者を合わせると9割にのぼる。いつの
頃まで運動経験があったかの問いに対して、中学時代までが40人
（38．5％）、高校45人（43．3％）、大学（前期）15人（14．4）、現在も実施4人
（2．8％）と8割強が、受験を機に運動から遠ざかっていることが分かる。
回答した自宅通学者（104人）は、前期期間中に体育実技を受講してい
たが、4月の授業開始時と7月の終了時の体力診断結果を比較すると、受
講した後の結果がよかった69人（66．3％）、変わらなかった25人（24・0％）、
悪かった6人（5．8％）、その他4人（3．9％）と、運動の効果が現れ体力は
維持向上していることが伺える。
駅階段の昇り降りから疲れ具合でみたが、回答した時期が夏休みも含め
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た実技終了にあたる6ケ月後のことで、駅などの階段を昇る際、しんどく
ない44人（42．3％）、しんどい53人（51．0％）、心臓がどきどきして苦しい
7人（6．7％）と、体力の低下を示す「しんどい」と回答した者が2人に
1人おり、継続して運動を実施しなければ、運動効果が失われていく様子
を知ることが出来る。
スポーツ（運動）への関心では、関心があるは85人の81．7％、関心がな
いは19人の18．3％と、関心あるが、関心ないを大きく上回った。好きなス
ポーツ（運動）に積極的に取り租むかの質問に対しては、取り組む方であ
るが72人の69．2％、取り組まないは32人の30．8％と関心は示しているが、
実際の取り組みとなると蒔躇している様子が伺える。
15I
平成14年度、体力運動能力調査「健康状態に関する意識別体力測定」の
なかで、「大いに健康」「まあまあ健康」「あまり健康ではない」と答えた
3つのグループに対し、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、
20mシャトルラン、たち幅跳びの6種呂を行い、それぞれの総合平均得点
を出している。年齢別に20－24歳女子の領域では、大いに健康40．60点、
まあまあ健康38．08点、あまり健康ではない36．15点と、健康度が高い順に
平均得点も高くなっており、健康度と体力度間の相関が高いことが伺える。
健康度と体力度が比例していると捉えるならば、健康、体力の維持向上
を目指したプログラム内容は、食事や休養（休息）に気を配るほか、から
だを適度に動かすことが大事であることを忘れてはならない。しかし、運
動したいという気持ちはあるが、実行は難しいと回答していることから、
何らかの動機づけ（きっかけ）が重要である。今回の調査から体育実技前
後の体力診断テストの結果、運動後にはっきりと成果が現れており、運動
の継続性が重要であることが分かる。理論、理屈で行動する年代の学生に
対する適切な指導の方法として、彼らが運動の効果（成果）を体験し、強
く意識をもってくれる年代、すなわち学校教育の場として終着となる大学
で、生涯教育の一環としての生涯スポーツにつながる指導を行うことは大
事である。
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9）まとめ（今後の課題）
加齢に伴い健康不良や体力の衰えが体力身体活動や日常生活に支障をき
たすようになるのは明らかである。学生の場合、これまでの研究から健康
不良や体力の低下に気付き足腰の衰えを自覚する年代は大学受験期を終え
大学に入り、一息ついた頃にある。本稿から伺えるように健康・体力の衰
えが彼らの実生活にすぐに影響を与えるかというと一概にそうではない。
夜間アルバイトが主たる原因と思われる生活リズムの乱れで生ずる不規則
な睡眠時間、運動の機会を逸し運動量の不足から来る体力の衰え、不規則
な食事時閏、ストレスによる過食など、数々の悪条件下での学生生活では
あるが、そこには若さがあり何とかやりくりしているのが現状である。た
だ、この時期の特権である学生本来の昌的、学業にかける時間が犠牲を被
っていることを見失ってならない。
無理のない生活パターン回復のため、現在の生活を見直し規則正しい生
活に戻した上で1日の時間帯に応じた行動が出来るようにすることが大切
である。呂標や生きがいなど酌旨すものがあれば、充実した日々を送れる
と思われる。
幸いに学生は概ねからだを動かしたり、スポーツを観戦したり、チボー
ッに取り組みたいと思っているが、現実的には運動不足を感じたり、まっ
たく運動しない者が多いのが実態である。過1回の実技で運動前後の体力
比較では66．3％の学生が運動は体力を高めるということをしっかりと認識
している。運動が体力を向上させ健康の回復につながり、生活リズムの修
正や生活パターンの改善にどれ程役立つかを表す指標となるデータはない
が、少なくとも運動不足解消やストレスの解消の一葉を担うことは確かで
ある。学生の意識が大きく変わり行く中で忍耐力不足による姿勢の崩れ、
居眠りなどの改善対策としての連動（スポーツ）を通して体力強化を図る
ことで、人間本来の「健全な精神は健全な身体に宿る」という先哲の教え
を借りるならば、運動が身体面にいい影響を与えてくることは確かである。
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本稿では居住、通学時間、睡眠時間、アルパイ回教と時間、課外活動、
自宅学習時間（予習・復習）、大学での楽しさ、ストレス、運動意識と健康
生活などの大学生活との関わり合いを主として探求したが、1日のスケジ
ュールの中で、家でほっとしてくつろぐ自由時間を授業後のアルバイト時
間が圧迫し、次の日の準備や睡眠時間、授業出席などに影響を与えている
ことが伺える。アルバイトの目的（複数回答）を小遣い稼ぎが71．2％、衣
類アクセサリーなどの購入32．7％としており、勉学に取り組む意識の強さ
があれば、アルバイト時間を少しでも割愛し、勉学時間に軸を置くことで
の改善は可能と考えられる。
さらに、意識面の改造（改善）、運動（スポーツ）などを通して元来の身
体リズムを取り戻し、基本的生活習慣の見直しを図るためにも家族の経済
的支援や協力、理解は不可欠である。
明治以来全国の学校に広められてきたスポーツ、学校体育の中で育ち役
割を果たしてきたスポーツ、老若男女に親しまれているスポーツが、運動
不足になりがちな若者の健康・体力の維持増進に寄与し、スポーツの効用
で意識の改革を狙い、1日の生活パターンをメリ張りのあるものにするた
めの助言をするなど、現場を預かる者としての役割が重要と確信する。
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＜単純集計結果：女子（nこ104）、（）数字は実数＞
1．居住形態　自宅通学者女子nニ104
2．通学時間　①30分未満（2）②30－60未満（12）③60－90未満（37）④90
－120未満（41）⑤121一（12）
3，睡眠時間　①180分未満（1）②180－240未満（1）③240－300未満（5）④
300－360未満（30）⑤360－420未満（30）⑥420－480未満（27）⑦481以上
（10）
4．アルバイトの回数（週）①0日（12）②1日（6）③2日（14）④3日
（39）⑤4日（24）⑥5日（7）⑥6日（2）⑦7日（0）
5．アルバイトの時間帯（nニ92）①授業の合間の昼間（1）②授業終えてから
の夕方から84　③その他授業前の朝・夜中（7）
6．アルバイトの時間（nニ92）①1時間（0）②2時間（1）③3時間（8）④
4時間（23）⑤5時間（32）⑥それ以上（28）
7，アルバイトの目的（複数回答）①生活費（19）②授業料の補足分（8）③
小遣い稼ぎ（74）④レジャーや旅行費用（14）⑤衣類・アクセサリーの購入
（34）（むその他（2）
8．課外（クラブ）活動への参加　①体育系（13）名　②文科系（18）③所属し
ていない（73）
9．自宅学習（予習・復習）①0時間（32）②自宅学習を行う（67）③無回答
（5）
10，大学の魅力　①楽しい（71）②楽しくない（20）（診つまらない（13）
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11．運動　①継続的に実施（10）②運動不足を感じる（69）③まったく運動し
ない（25）
12．駅などの階段を昇るとき　①楽である（44）（診しんどい（53）③心臓が苦
しい（7）
13．よく運動をしていた時期　①中学（40）②高校（45）③大学（15）④現在
に至るまで（4）
14．運動前後の体力診断テストの結果　①良かった（69）②悪かった（6）③
変らなかった（25）④受けていない（4）
15．ストレス　①感じている（66）②感じていない（38）
16．ストレスの原因　①授業（20）②友達関係（10）（⑤異性関係（15）④アル
バイト先での人間関係（12）⑤家族関係（10）⑥その他（26）
17．スポーツへの関心　①関心ある（85）②関心ない（19）
18．スポーツ観戦　①好き（68）②嫌い（3）③どちらでもない（33）
19．スポーツへの取り組み（か取り組む方（72）②取り組まない（32）
20．スポーツ好き嫌い　①（85）②（18）（参種目による（1）
21．健康・不像康　①健康（73）②不健康（43）
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